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1 はじめに
University of California San Diego (UCSD), Electrical and Computer Engineering (ECE)の博士課
程に 2024年の 9月から在籍しています、渡邊優大と申します。主に制御理論を研究しています。
船井財団のご支援に感謝します。
今回のレポートでは、渡米直前・直後の様子の簡単な振り返りと UCSDの感想、最近の研究内
容について書きたいと思います。

2 渡米の準備
もはや遠い昔のように感じますが、最も大変だったのはビザの準備です。ビザ申請に必要な I20
という書類が 6月下旬に発行されたものの、記述にミスがあり再発行に数週間を要しました。これ
によりビザ面接が最速でも 7月下旬という状況になり、加えて船井財団の交流会（＠イギリス）が
7月末にあったため*1、結局面接を終えたのはお盆前頃、ビザを無事入手したのはお盆の後になっ
てからでした。渡米予定日が 9月 1日だったためなんとか間に合いましたが、ギリギリでした。
家探しについては、大学の On campus housingに住めることが決まっていたため、フォームを記
入して提出する程度の手間で済みました。UCSD のメールボックスのチェックを怠っていたがた
めに、部屋決定のオファーを一度見逃し再度申請することになるという致命的ミスを犯しました
が、Waitlistがたまたま短めだったという豪運 (！！)により事なきを得ました。
そのほかには、ワクチン接種（5万円ほどかかりました）や日本国内の諸々の手続きなどが面倒
でした。加えて、京大時代の投稿中ジャーナル論文 2 本の査読結果が 6，7 月に届き（ともにメ
ジャーリビジョン）、査読期間は 4ヶ月ずつあったものの、渡米前にある程度これらをある程度終
わらせた方が良いのは明白だったので、7，8月にかなり追い込んで作業を進めました。これによ
りかなり消耗しました。

3 渡米～渡米直後
9月 1日に渡米しました。住居には入国日から住めることになっていたので、ホテル暮らしなど
はすることなく新生活がスタートしました。渡米直後は、周辺地域を散策したり自転車を購入した

*1 ビザ面接後は数日間パスポートを大使館側に預けることになるため、面接日時の設定を誤ると渡英時にパスポートが
ない状態に陥ります。
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